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n = 50,100,400,1000と変えたときのれ(A)で､n- ∞ の極限では転 (A)は図2のような漸近形にな
る事が推定される04･㈲(A-)には0<A<人o(A∞:Liapnov数)でslope=0のIirLearpa,rtが存在するoこ
れは次のようにして簡単に理解できる｡Hamilton力学系ではカオスと トー ラスが共存 し､その境界
は淀み領域と呼ばれ､そこに粒子が滞在する時間分布はべき的になる｡今丁時間滞在する時間分布を
P(T)～7-1-Pとすると トー ラスの近くではl(T,･)～0より､P(0,n)を求めることができ
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